
 

[西脇市立西脇病院初期研修プログラム] 

 

１ 研修プログラムの特色 

  西脇市立西脇病院は、兵庫県北播磨地区に位置し、災害拠点病院、救急指定病院（ヘリポートあ

り）、地域がん診療連携拠点病院などの認定を受けています。 

研修を通じて、多くの急性期疾患に対応できる総合診療医の育成を目指します。産科、小児科も

院内研修可能です。症例は多く研修は充実しており、ストレスのない研修環境を準備し、研修医の

希望を入れ何事にもフレキシブルに対応しています。各研修医師の机上に配布されたＰＣで

UpToDate®、Procduros CONSULT 可能です。 

 

２ 臨床研修の目標 

  研修医は、特定の専門分野にしばられることなく、全人的なプライマリー・ケアを実践する必要

があり、将来専門分野に進んでも、必要な診療に関する基本的な知識、技能及び態度の習得を目的

としています。 

  初期研修医の到達目標 

 ⑴ 臨床医として幅広い知識、技能、態度及び教養を積極的に身につけ、自ら学んでゆく学習感を

養うこと 

 ⑵ 予防医学、健康増進活動から社会復帰、リハビリテーションまでを念頭においた基本医療計画

を立案できる疾病観念を養うこと。 

 ⑶ 医療は住民への奉仕であり、医師とは奉仕する職業であるという崇高なヒューマニズムを身に

つけること。 

 ⑷ 頻度の高い疾病や外傷の処置ができること。 

 ⑸ 救急患者の応急処置ができ、専門医に紹介できること。 

 ⑹ 老人、障害者などの介護もできること。 

 ⑺ 患者の状態に応じて、他科または指導医に紹介できること。 

 ⑻ 診療録を正確に記録し、伝達申し送りができること。 

 ⑼ チーム医療の中で、協力して診療ができること。 

 ⑽ 患者およびその家族との信頼関係を確立できること。 

 

３ アクセス 

 ⑴ 自動車利用 

    中国自動車道（滝野・社ＩＣ）→国道 175号線８㎞（10分） 

⑵ 公共交通機関 

ア バス利用コース 

   ＪＲ新大阪駅から神姫バス（西脇行き）約60分 

   ＪＲ三ノ宮駅から神姫バス（西脇行き）約60分 

イ 電車利用コース 

   ＪＲ神戸線「加古川駅」乗り換えＪＲ加古川線「西脇市駅」下車（加古川駅から約40分） 

   ＪＲ西脇市駅から神姫バス（西脇病院行き）約10分 

 



 

 

４ 生活・食事・宿舎 

 ⑴ 生活・食事面について 

   院内には、職員食堂や売店があり、また、院外の近くにもコンビニやレストランがありますので

、特に日常生活に不便を感じることはありません。 

 ⑵ 宿舎について 

   病院の敷地内にあり、キッチン、風呂、トイレを完備したワンルームの部屋（オール電化）と

なっています。 



 

〔西脇市立西脇病院 地域医療（産婦人科・小児科）〕 

【研修内容と特徴】 

１ 小児科(産婦人科)の特殊性を学ぶ 

２ 小児（母子）保健活動を学ぶ 

３ 基本的診療能力を身につける 

４ 基本的な検査手法・治療法を習得する 

５ 関連他科の診療技術を習得する。 

 

【研修の実際】 

① 一般目標（GIO） 

   １ 一般診療能力の養成 

   ２ 患者・家族教育技量の習得 

   ３ 地域医療との連携・社会福祉資源・小児(母子)保健に関する知識の習得 

② 行動目標（SBO） 

    患者のみならずその家族とも好ましい信頼関係を築くことができる小児科（産婦人科）医師

としての態度を醸成する。 

③ 方略（LS） 

   １ 病棟業務 

   ２ 外来業務 

   ３ 当直と救急外来 

   ４ 検査 

   ５ カンファレンス 

   ６ 発表 

 

【教育に関する行事】 

   院内研究発表会の参加 

 

【研修評価（EV）】 

   日本小児科学会の「小児科医の到達目標」に準ずる評価を行う。 

   日本産婦人科学会の「産婦人科医の到達目標」に準ずる評価を行う。 
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